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��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
�������	
����������

�����　午前10時～午後５時
　　　　　   （入館は午後４時30分まで）
�������　18 日(月)・25日（月）

��������	�������	�������������
�������	
��������������������	
��

���　３月17日（日）午後１時30分～４
時30分　���　講義室　���　お手
本をなぞって色紙に彩色し「白衣観音」を
描きます　���　16人（最低開講人数
５人）　���　仏画師範・阿藤無華氏　
�����1,500円（教材費500円別）　�
����　上記へ

�������������� �������	
���������	
����������	
���������	
���

���　２月28日（木）午前10時30分～正午　���　講義室　���　
井上靖作「考える人」を取り上げ、作品の背景・作家の心情などについて、
作家・柳谷郁子氏が解説します　���　16人　����　2,300円　�
����　上記へ
����������	�������	
���������������
�������	
�������������������	
��������������
���　３月10日（日）午後２時～３時30分　���　講義室　���　
文豪・谷崎潤一郎と世界にファンをもつ村上春樹はいずれも芦屋ゆかり
の作家であり，大震災から大きな影響を受けていることで共通していま
す。二人の作家を比較しながら、その作品を読み解きます。　���　30
人<要予約>　����　1,000円（入館料含む）　�����　上記へ
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コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
導
入
に
つ
い

て
は
、他
の
地
域
か
ら
も
要
望
が
あ
り
ま

す
が
、導
入
に
あ
た
っ
て
の
車
両
お
よ
び

人
件
費
等
の
経
費
は
す
べ
て
公
費
負
担
と

な
る
た
め
、現
在
実
施
中
の「
高
齢
者
バ
ス

半
額
助
成
制
度
」に
加
え
て
、コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
を
導
入
す
る
こ
と
は
、本
市
の

財
政
状
況
か
ら
難
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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①９:00

②12:00

③15:00

④18:00

⑤22:30
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���

����

���������������������������������������������������������������������������������������������������

芦屋公園���

芦屋市国際交流協会設立20周年記念
　　　　　　　「三木谷浩史氏特別講演」
【冬の公民館講座】
芦屋のファッショナブル・ライフスタイル

� �

芦屋市商工会って  何するところ？���

芦屋病院 緩和ケアボランティア講座� �

芦屋散歩���

資
倉
庫
・
耐
震
性
貯
水
槽
等
は
す
で
に
整

備
を
し
て
お
り
、水
・
非
常
食
等
に
つ
き
ま

し
て
は
小
学
校
に
配
備
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、地
域
に
よ
る
設
置
場
所
の
確
保
・

設
置
・
運
用
を
自
主
的
に
行
っ
て
い
た
だ

け
る
場
合
は
、自
主
防
災
会
を
通
じ
て
ご

相
談
い
た
だ
け
れ
ば
、必
要
に
応
じ
て
設

置
を
検
討
し
ま
す
。
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芦
屋
警
察
署
で
は
、地
域
課
が
三
八

通
り
お
よ
び
周
辺
の
重
点
パ
ト
ロ
ー
ル
を

継
続
的
に
実
施
し
て
お
り
、違
反
現
認
時

に
は
検
挙
し
ま
す
。

　

一
方
通
行
の
矢
印
標
示
に
関
し
て
は
、

他
の
規
制
標
示
の
障
害
に
な
ら
な
い
か
を

検
討
し
、予
算
面
の
制
約
か
ら
時
期
の
明

示
は
で
き
ま
せ
ん
が
、可
能
な
限
り
標
示

の
設
置
を
行
い
ま
す
。
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地
域
防
災
計
画
上
、一
時
的
な
避
難

場
所
お
よ
び
防
災
活
動
を
支
援
す
る
た
め
、

「
地
区
」防
災
拠
点
と
し
て
の
公
園
・
集
会

所
等
の
防
災
倉
庫
に
初
期
消
火
・
救
助
・
救

護
用
資
機
材
を
整
備
し
て
い
ま
す
。
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奥
池
集
会
所
は
、土
砂
災
害
警
戒
区

域
内
に
位
置
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、土
砂

災
害
の
危
険
が
あ
る
場
合
は
、状
況
に
応

じ
て
避
難
場
所
を
選
択
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

現
在
の
と
こ
ろ
、大
阪
ガ
ス
奥
池
ロ
ッ

ジ
を
一
時
避
難
施
設
と
し
て
、ご
協
力
い

た
だ
い
て
い
る
ほ
か
、今
年
度
新
た
に
遊

び
の
広
場
管
理
棟
を
一
時
避
難
施
設
と
す

る
協
定
を
、芦
有
ド
ラ
イ
ブ
ウ
ェ
イ
㈱
と

締
結
し
た
と
こ
ろ
で
す
。今
後
も
、地
域
の

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、避

難
施
設
の
充
実
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
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ロ
ー
ソ
ン
前
の
駐
輪
に
つ
い
て
は
、歩

行
者
等
の
通
行
の
妨
げ
に
な
ら
な
い
よ
う

に
整
理
し
て
い
た
だ
く
よ
う
、
事
業
者
に
お

願
い
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
歩
道
上
の
不
法

駐
輪
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
、
定
期
的
に

移
送
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

阪
急
電
鉄
か
ら
は
、阪
急
芦
屋
川
駅
南

側
の
段
差
に
つ
い
て
は
、階
段
付
近
の
用

地
内
で
は
解
消
で
き
な
い
た
め
、非
常
に

困
難
な
状
況
と
聞
い
て
い
ま
す
が
、今
後

も
継
続
し
て
要
望
し
て
ま
い
り
ま
す
。
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芦
屋
川
両
岸
を
特
別
景
観
地
区
に
指

定
し
て
い
ま
す
の
で
、建
築
行
為
等
を
行

う
際
に
は
芦
屋
川
側
に
一
定
の
緑
化
を
行

う
こ
と
を
条
例
で
義
務
付
け
し
て
い
ま
す
。

　

ご
指
摘
の
松
に
つ
き
ま
し
て
は
、で
き

る
だ
け
保
存
し
て
ほ
し
い
旨
お
願
い
い
た

し
ま
し
た
が
、倒
木
の
恐
れ
が
あ
る
な
ど

と
し
て
所
有
者
が
伐
採
を
行
っ
た
も
の
で
、

管
理
責
任
者
と
し
て
の
判
断
に
な
り
ま
す

の
で
、行
政
が
保
存
を
強
制
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

従
い
ま
し
て
、民
有
地
の
樹
木
の
保
存

に
つ
き
ま
し
て
は
、所
有
者
の
了
解
を
得

な
が
ら
保
護
樹
の
指
定
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

　

ま
た
、芦
屋
川
両
岸
の
松
や
サ
ク
ラ
の

樹
木
に
つ
い
て
は
、景
観
に
配
慮
し
な
が

ら
適
切
な
剪
定
・
補
植
等
を
実
施
し
、保
全

に
努
め
ま
す
。�

し
て
捕
獲（
卵
の
採
取
を
含
む
）や
殺
傷
は

で
き
ま
せ
ん
。

　

都
会
で
カ
ラ
ス
が
増
え
た
原
因
は
、生
ご

み
な
ど
の
食
物
の
供
給
が
豊
富
で
あ
る
こ

と
、街
路
樹
や
電
柱
な
ど
巣
づ
く
り
で
き
る

環
境
に
あ
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、市
で
は
大
学
等
の
専
門
家
を

招
く
研
究
会
を
開
き
、自
治
会
連
合
会
に
も

ご
参
加
い
た
だ
き
、講
義
や
助
言
を
参
考
に
、

市
と
市
民
が
協
働
し
て
対
応
策
を
考
え
る

よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
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カ
ラ
ス
の
被
害
を
な
く
す
た
め
に
、

市
と
し
ま
し
て
は
、巣
の
撤
去
や
樹
木
の

剪
定
等
の
ほ
か
市
民
の
皆
さ
ん
に
も
広
報

紙
等
を
通
じ
、ご
み
出
し
マ
ナ
ー
の
徹
底

や
防
除
ネ
ッ
ト
の
設
置
等
を
お
願
い
し
て

き
た
と
こ
ろ
で
す
。し
か
し
な
が
ら
、カ
ラ

ス
を
含
む
す
べ
て
の
野
生
動
物
は
鳥
獣
保

護
法（
鳥
獣
の
保

護
及
び
狩
猟
の
適

正
化
に
関
す
る
法

律
）に
よ
っ
て
保

護
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、原
則
と
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電
線
類
の
地
中
化
に
つ
い
て
、こ
れ

ま
で
地
元
自
治
会
等
か
ら
要
望
を
い
た
だ

い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、信
号
機
が
設

置
さ
れ
て
架
空
配
線
と
な
っ
た
平
成
二
十

二
年
度
以
降
、早
期
に
地
中
化
を
図
っ
て

い
た
だ
く
よ
う
、毎
年
、兵
庫
県
に
対
し
要

望
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、県
で
は
財
政
難
等
の

理
由
か
ら
実
施
で
き
て
お
り
ま
せ
ん
。引

き
続
き
、早
期
に
地
中
化
し
て
い
た
だ
く

よ
う
、要
望
し
て
ま
い
り
ま
す
。

�
　
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�

�
�
�
�
�
�
�	


�
�

�
�
�
�

�
�
�
�
�
��
	


�
�
��
�
�
�

���
�
�
��
	


�
�
�

�
　

高
層
住
宅
共
用
階
は
火
災
発
生
時
の

避
難
場
所
と
し
て
の
機
能
も
備
え
て
い
る

こ
と
か
ら
、四
者
協
・
管
理
組
合
等
と
協
議

の
上
、設
置
の
必
要
な
も
の
に
つ
い
て
は

今
後
設
置
し
ま
す
。
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� � � �� � � �

　市有地は、７月・12月（定期）と近隣の申し
出がある場合等に、除草と樹木の剪定を実施
しています。私有地については、４月～５月
に市内全域の空き地の現地調査を行い、適切
な管理がされていない空き地の所有者には
適切な管理をお願いする文書を発送してい
ます。
　今後、適切な管理に応じていただけない所
有者には、自治会連合会で承認をいただいた
後、市と地元自治会長の連名による「空き地
の適正管理」依頼文書を発送する予定です。

�������	
���

右記「山手地域（国道２号以北）の課題から」
参照

�������	
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��

右記「山手地域（国道２号以北）の課題から」
参照
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　芦屋浜市民サービスコーナーの閉鎖は平
成９年３月で、閉鎖理由は当時の取り扱い件
数が減少したことによります。住民基本台帳
ネットワークシステム稼動により各種証明
書の発行が減少した等によるものと考えら
れます。また、国が現在検討しているマイナ
ンバー制度が導入されると、住民票などの証
明書類の発行がさらに減少することが予測
され、市民サービスコーナーの復活は、考え
ていません。
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右記「浜手地域（臨港線以南）の課題から」参
照
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　モデル地区としての取り組み内容にもよ
りますが、行政としてサポートできることは
支援していきます。
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　本市では、高齢者福祉計画と介護保険事業
計画を一体的な計画として、「芦屋すこやか
長寿プラン21」として３年ごとに見直しをし
ています。
　老人福祉施設新設計画については、高齢者
が住みなれた地域や環境の中で、安心した生
活が継続できるよう、身近な地域や居宅で
サービスが提供できる「地域密着型サービ
ス」の基盤整備を進めています。
　今後の高齢者福祉計画については、高齢者
が地域で自立した生活が営まれるように、医
療・介護・予防・住まい・生活支援サービスが
切れ目なく提供できるよう「地域包括ケアシ
ステム」の確立に向け、高齢者施策を推進し
ているところです。　
　なお、ご要望があれば、出前講座の開催会
場へ出向き、ご説明いたします。
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右記「山手地域（国道２号以北）の課題から」
参照
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右記「浜手地域（臨港線以南）の課題から」参
照
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右記「山手地域（国道２号以北）の課題から」
参照
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　奥池地区は、すでに兵庫県の「風致地区」や
本市の「地区計画」の指定がされています。現
在の良好な住環境を維持していくことを考
えていますので、今後も緑豊かな「庭園都市」
にふさわしい景観の保全に取り組んでいき
ます。
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　自治会や各種ボランティア団体で実施され
る清掃活動の際に発生するごみの収集は、事
前に、実施する日・集積場所・代表者氏名・連絡
先を、環境処理センター収集担当に連絡いた
だきましたら、収集日を調整し収集します。
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　樹木の剪定方法については、今後は剪定方
法を事前にお知らせし、自治会にご意見をお
聞きします。
　剪定時期についても、可能な限り事前に、
自治会にお知らせします。
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右記「中央地域（国道２号～臨港線）の課題か
ら」参照
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右記「浜手地域（臨港線以南）の課題から」参
照
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　郵便局の設置については、これまでにも芦屋郵便局に要
望内容を伝えており、この度の要望を受けて再度伝えたと
ころですが、ＡＴＭ設置が困難な状況のなかで郵便局を設
置することは、より困難であるとの回答を得ています。
　なお、郵便局で周辺の交通量やライフガーデンの利用人
数等の調査をしたところ、設置基準には満たないとのこと
です。
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　昨年度に実施の「土地利用や交通量などの現況調査結
果」に基づき、現在、まちづくりの事業手法や事業区域など
を検討しています。総合計画では、平成27年度までの『前期
基本計画』中に、「まちづくり計画」案を策定することとし
ています。地元の皆さんとも協議しながら、可能な限り早
期事業化に取り組んでいきます。
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　水道水をご家庭にお届けするまでには、さまざまな水
道施設の建設費用が必要となります。このため、分担金は、
その整備費用の一部を負担していただくもので、新旧利
用者間における負担の公平性を図って費用負担を求めて
いるものです。
　また、分担金は水道事業経営の貴重な収入となってお
り、水道料金の値上げを抑えるなどの目的があります。
　なお、分担金の額については、各市の水道事業体で異な
りますが、阪神間のほぼ平均額となっています。
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右記「中央地域（国道２号～臨港線）の課題から」参照
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　３病院ネットワークバスは、医療法の制約により料金無
料運行であるため、公共交通を担っている阪急バスの経済
効率を損ねることがないようにしなければなりません。
　そのため、すでに阪急バスの路線がある区域で重複して
運行させることや、病院などの公的な医療機関以外の場所
で、バス停留所を設置することはできないと考えています。
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※懇談会当日に発言された要望・意見・市の見解は求めら
れませんでした。
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※懇談会当日に発言された要望・意見
　現在、阪神間に居住している職員は約７割となっていま
す。このうち、災害時の初動体制つまり30分以内に参集で
きる職員数は、３割を超える数です。在住職員を増やすと
いうことに関しましては、それぞれに憲法に保障された居
住の自由がありますものの、ご意見の趣旨は理解できます
ので、どんな対策がとれるかという事に関しましては今後
も検討していきます。
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　今後、道路管理者である市と協議の上、通行車両の減少
するような施策を検討します。
⇒市が一方通行入口周辺に減速マークを設置予定
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　今後、宮川小学校周辺の登校時間帯(午前７時30分～９
時まで)の歩行者用道路規制により、積極的に取り締まり
を実施し、対応していきます。
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右記「中央地域（国道２号～臨港線）の課題から」参照��������	
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　三八通りと同様、路面への矢印の書き込み等の対策を、
平成25年度以降に実施する予定です。
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　自動車対自転車事故は、本年８月末現在で52件が発生し
ており、自転車に対する積極的な取り締まりを実施してい
ます。また、規制面も、道路管理者と連携し、自転車道や自
転車通行帯の整備を検討していきます。
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　信号機の設置に関しては、兵庫県警察本部の所管であり、
芦屋警察署からは警察本部に上申するかたちで信号機の
設置を求めています。
　なお、上申する際には、現場の交通量・道路構造・事故発
生状況等を総合的に勘案して、事故や渋滞等の交通障害が
発生する危険が高く、かつ、信号設置により改善が見込め
る箇所について、重点的に上申しています。
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　現在、生活安全課と地域課において、不定期（おおむね２
カ月に１回）に発行していますが、情報発信として効果的
であるので、今後は月１回発行を検討しています。
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　現在、地域課において、公園内の徒歩による重点パト
ロールを実施しています。
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